
阿智村事務事業評価シート
担当者 建設農林課 管理建設係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

重機借上料 3,016
維持補修工事費 88,743
砂利代他 1,937

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 31,026 80,341 93,696 50,300 50,300

うち一般財源 31,026 80,341 93,969 50,300 50,300

うち補助金
うち個人負担 .

正規職員 2 2 2 2 2

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

区分
事
業
コ
ス
ト

具体的取組 各自治会からの要望・報告箇所の現地調査を行ない危険度・緊急度により施工順位付をし計画的に
工事を行なう。また、自治会の舗装修繕、コンクリート舗装、側溝の軽微な補修など労務提供をいた
だき工事費の節減を行なっている。

実績・効果

根拠法

村民

実施目的 村道の維持修繕を行うことで、車両や歩行者の安心安全を確保する。インフラ（道等）を効率よく修
繕し更新時期の長寿命化に尽くす。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

村道維持修繕事業

総合計画での位置づけ

村道新設改良及び維持管理規程

共同で使用するもの等への負担なので妥当

４．自然と共生する、便利で安全安心な村／生活環境の整備／生活基盤の整備

A

予算を縮小することは不可能

工法等検討し、効率性を高めるよう努めている。

判定理由
各自治会等から要望が多数有るのでニーズは高
い

安全確保のため効果的

小破のうちに修繕を行うことで、破損箇所などの増破を防ぎ事業費の節減を図る事が出来る。また、
住民の日常生活における通行の安全を確保することができる。

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

村と自治会（部落）が協力しあっているので妥当
である

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られた
か

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はされ
たか

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 住民の日常生活・交通安全の確保をするため、限られた予算の中ではあるが効率よく修繕していく。

村道改良で道路舗装してから何年も経過した路線が多く、村内各所で村道維持修繕の要望が、かな
り増えてきております。自治会等から提出される要望については、位置図もしくは写真の添付、又、
優先順位をつけて頂くようお願いします。

A

道路管理者の村が負担する、軽微な補修等には労務提供をして
いただいている

危険箇所の解消ができている

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


